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複雑性尿路感染症に対するL-105の 使用経験

松本哲朗 ・北田真一郎 ・熊澤浄一

九州大学医学部泌尿器科学教室

九 州 大 学 泌 尿 器科 に 入 院 した複 雑 性 尿 路感 染 症 患者12名 にL-105を1回0.5ま たは19,1日

2回,5日 間 投 与 し,有 効 性,安 全 性 を検 討 した 。UTI薬 効 評 価 基 準 に て 評 価 可 能 な 症 例 は3例

であ った 。著 効1例,有 効2例,無 効0例 で総 合有 効 率100%で あ っ た。 細 菌 学 的 効 果 を 検 討 す る

と,E.faecalis2株,Sagalactiae1株,S.epidermidis1株,Fcolil株,P.mirabilis1株,C.

freundii1株 は 消失 し,E.cloacaeの1株 は 存 続 した 。 菌 消失 率87.5%で あ った 。 投 与 後 出現 菌 は

E.faecalis1株,P.cepacia1株,Serratiasp.1株 の 合 計3株 であ った 。 自他 覚 的 な 副 作 用 は 認 め

なか った 。臨 床 検 査 値 に おい てGOT,GPT,BUNの 上 昇 を そ れ ぞ れ1例 に 認 め た 。

L-105は 日本 レダリー株式会社で合成,開 発され,7

位側鎖にaminothiazolyl-methoxyiminoacetamido基 を,

3位 側鎖にthiadiazolyl-thiomethyl基 を 導入した 新し

い半合成セファロスポリンの注射剤である。本剤は好気

性,嫌 気性のグラム陽性および陰性菌に幅広い抗菌スペ

クトラムを有し,各 種の β-ラクタマーゼ に安定で強い

殺菌作用を有するとされている。また,静 注,点 滴静注

により高い血中濃度が得 られ,半 減期は約60分 で尿中回

収率は50～70%と されている1)。

このような特徴を有する本剤を,九 州大学泌尿器科に

おいて複雑性尿路感染症を対象に,有 効性および安全性

について検討したので報告する。

1.投 与対象と投与方法

九州大学医学部泌尿器科 において,昭 和59年5月 よ

り,同 年10月 までの入院患者の うち,慢 性複雑性尿路感

染症と診断された12名 を対象とした。投与方法は本剤を

1回0.59な い し19を200m1ま たは500mlの 輸液

に溶解し,1時 間以上かけて,点 滴静注 した。投与期間

はすべて5日 間とした。

II.臨 床効果 ・副作用の判定

投与開始直前および投与終了翌日に,検 尿,尿 中細菌

培養を行い,膿 尿と細菌尿を指標としてUTI薬 効評価

基準(第2版)2)お よび同補遺3)に 準 じて臨床効果の判定

を行った。なお'自 他覚的副作用の有無を観察し,薬 剤

投与前後に末梢血の白血球数,赤 血球,ヘ モグロビン,

ヘマトクリットおよび 血清生化学検査のうち
,GOT,

GPT,BUN,Cr,Al-Pを 測定 し,安 全性の検討を行っ

た。

III.成 績

本 剤 を12例 の 複 雑 性 尿 路 感 染症 患者 に 投与 した が,主

治 医 の 判 定 で は 著効2例,有 効4例,や や有 効2例,無

効4例 で 有 効 率50%で あ った(Table1)。 こ の う ち

UTI薬 効 評 価基 準 に て 評 価 可 能 症 例 は3例 で,著 効1

例,有 効2例,無 効0例 で,総 合有 効 率100%で あ った

(Table2)。

細 菌 学 的 効 果 を 検 討 す る と,分 離 され た8株 中7株 消

失 し,菌 消 失 率 は87.5%で あ った 。Ffzecalis2株,

&agalactiae1株,S.epidermidis1株 の グラ ム陽 性 菌 は す

べ て 消 失 した 。 グ ラ ム陰性 菌 ではFcoli,P.mirabilis,

C.freundiiの 各1株 は 消 失 した が,Fcloacaeの1株 が

存 続 した(Table3)。 投 与 後 出現 菌 はE.faecalis,P.

cepacia,Serratiasp.の 各1株 で あ った(Table4)。

自他 覚 的 副 作 用 は な く,臨 床検 査 値 に おい て,症 例8

でBUNの,症 例10でGPTの 軽度 上 昇 がみ られ た 。 症

例11で はGOTの 異 常 変 動 が み られ た が,本 症 例 は 使 用

前 よ りGOT,GPTの 異 常 高 値 が み られ,慢 性 肝 炎 の

合 併 症 例 で あ った(Table5)。

IV.考 察

現 在,広 い 抗 菌 スペ ク トラ ムを 有 し,安 全 性 の 高 い

cephem系 抗 生 物 質 は 化 学 療 法剤 の 主 体 を 占 め て い る。

これ らのcephem系 抗 生 物 質 は 主 に 抗菌 ス ペ ク トラ ムお

よび 抗 菌 力 の 違 い に よ り,第 一 世 代,第 二 世 代,第 三 世

代 と よばれ て い る。 第 一 世 代 はcefazolin(CEZ)に 代 表

され,グ ラ ム陽 性 菌,大 腸 菌,肺 炎 桿菌,プ ロテ ウス の

一 部 に抗 菌 力 を もち ,第 二 世 代 はcefuroxime(CXM),

cefotiam(CTM),cefOxitin(CFX),cefmctazole(CMZ)

な ど で,エ ソ テ ロパ ク タ ー,シ トロパ クタ ー な どへ抗 菌



520 CHEMOTHERAPY JUNE 1986



VOL. 34  S-3 CHEMOTHERAPY 521

Table 2 Overall clinical efficacy of L-105 in complicated UTI

Table 3 Bacteriological response to L-105

Table 4 Strains appearing after L-105 treatment

スペ ク トラムが 広 が り,β-ラ ク タマ ー ゼ に安 定 と な り,

抗菌 力 も強 くな った 。 第三 世代 のcephem系 抗 生 物 質 は

ceftizoxime (CZX),cefbperazone (CPZ),cefbtaxime

(CTX),1atamoxef (LMOX),c(fmenoximc (CMX)

な どで抗菌 スペ ク トラ ムは さ らに セ ラチ アや 緑 膿 菌 に ま

で広 が り,β-ラ ク タマ ー ゼ に対 して は い っ そ う安 定 な も

の とな ってい る。第 三 世 代cephem系 抗 生 物 質 の 欠 陥

として,ブ ドウ球菌 に対 す る抗 菌 力 に低 下 がみ られ て い

る4)。 この よ うな 時 期 に 第三 世 代cephem系 抗 生 物 質 の

抗 菌 スペ ク トラ ム と抗 菌 力 を保 持 しつ つ,ブ ドウ球 菌 を

は じめ とす る 球 菌 に も 強 い 抗 菌 力 を もつ 抗 生 物 質 と し

て,本 剤 が 開 発 され た 。

本 剤 の 総 合 有 効 率71.4%は,わ れわ れの 最 近 経 験 し

たcephem系 抗 生 物 質 のceftizoxime5)(27例)74.1%,

cefbuperazone6)(8例)75%,ce食haxone7)(29例)

72.4%と ほ ぼ 同 程 度 の 成 績 で あ った 。 細 菌 学 的 効 果 で

は,E.coli, P.mirabilis, C.freundiiな どの 桿 菌 を は じ

め,E.faecalis, S.agalactiae,S.epidernidisな どの 球 菌

も消 失 させ る こ とが で き,抗 菌 ス ペ ク トラムの 広 さを 示

して い る。 な か で も,最 近 尿 路 よ り分 離 され る こ との 多
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Table 5 Laboratory findings before and after administration of L-105

B: Before A: After

いE. fee6alisの2株 が消 失 して い る こ とは 興 味 深 い 。

自他 覚的 副作 用 は 本 剤 を 投 与 した12例 と も認 め なか っ

た が,臨 床 検 査 値 でBUNとGPTの 軽 度 上 昇 を1例 ず

つ に 認 め た。 また,慢 性 肝 炎 を 伴 った 症 例11は 本 剤 使用

前GOT219,GPT174で あ った が,使 用 後GOT271,

GPT156と な った 。 腎 機能,肝 機 能 に注 意 を 要す る も

の の,安 全 性 には さほ ど問題 な い もの と考 え られ た 。
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EXPERIENCES WITH L-105 IN THE TREATMENT OF CHRONIC

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

TETSURO MATSUMOTO, SHINICHIRO KITADA and JOICHI KUMAZAWA

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University

Clinical efficacy and drug safety of L-105, a new cephem antibiotic, was evaluated in 12

patients with chronic complicated urinary tract infection in the department of Urology at Kyushu

University Hospital. This drug was administered intravenously 0.5 or 1 g twice a day for 5

days. Clinical evaluations were made in 3 patients by Japanese UTI Committee's Criteria. The

clinical effect of this drug was evaluated to be excellent in 1 patient, moderate in 2 patients.

Overall effectiveness rate was 100%. Bacteriologically, 7 strains out of 8 strains were eradicated.

No subjective and objective side effects were noticed but slight elevation of GOT, GPT and BUN

were shown in one patient respectively.


